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本報告書に記載されている内容は、学校教育法施行規則第 55 条、第 79 条において準用

する第 55 条及び第 85 条の規定に基づき、教育課程の改善のために文部科学大臣の指定を

受けて実施した実証的研究です。	

したがって、この研究内容のすべてが直ちに一般の学校における教育課程の編成・実施に

適用できる性格のものでないことに留意してお読みください｡	
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平成２９年度 研究開発実施報告書（要約） 

 

１ 研究開発課題 

	 文化や価値観などの異なる人々とよりよい人間関係を構築できる資質・能力を育成するための、

初等中等教育段階におけるグローバル化に対応した教育環境づくりを柱とした教育課程の研究開発	

 

２ 研究の概要 

自国の文化や伝統への理解を深めるとともに、異なる習慣や文化をもった人々と共に生きていくた

めに（多文化共生）、「人間尊重の精神を基調とする国際感覚」を養い、「国際社会に通用するコミュニ

ケーション能力」の向上を図る教科として『グローブ(Globe)』を創設し、国際教育における初等中等

教育の一体的な教育課程の在り方を探る。 
具体的には、次の３点の研究を行う。 
① 新教科『グローブ(Globe)』の創設と指導内容、指導方法及び評価方法の在り方 
② 幼・小、中・高における国際教育や英語教育（コミュニケーション能力）の接続の在り方 
③ 外国語に慣れ親しみ、異文化理解を深めるための地域人材（１２か国のＪＥＴスタッフ、１０ 
か国の日本語学校留学生）の有効的な活用の在り方 

 

３ 研究の目的と仮説等 

（１）	研究の目的 

ふるさと東川を愛する心情を高め、人間尊重の精神を基調とする国際性を養い、国際社会に

適用するコミュニケーション能力を育成するため、新教科『グローブ(Globe)』を創設し、指

導内容、指導方法、評価方法の在り方を探る。	

 

（２）	研究仮説 

国際教育を中核とした新教科『グローブ(Globe)』を創設し、指導内容、指導方法及び評価

方法を体系的に構築することにより、自国や地域の歴史や文化、伝統に対する理解を深めると

ともに、異文化を理解し、異なる文化や習慣をもつ人々とともに生きていく（多文化共生）た

めの資質・能力を育むことができる。	

 

（３）	教育課程の特例 

①	創設教科『グローブ(Globe)』 授業時数 
小学校１・２年 	 年間  ３５時間、 小学校３・４年 年間  ７０時間 
小学校５・６年 	 年間１０５時間、 中学校１～３年 年間１６０時間 
高等学校１・２年 年間１５０時間、 高等学校３年   年間１００時間 

② 既存教科等の授業時数変更に伴う対応案 

１ 東川町立東川小学校 外６校(園) ２９～３２ 
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小学校１・２年  	 生活科から１５時間、学校裁量の時間から２０時間 
小学校３・４年  	 総合的な学習の時間から３５時間、外国語活動から３５時間 
小学校５・６年  	 総合的な学習の時間から３５時間、外国語から７０時間 
中学校１～３年  	 総合的な学習の時間から２０時間、外国語から１４０時間 
高等学校１・２年	 特別活動から１０時間、外国語から１４０時間 
高等学校３年    	 特別活動から７時間、外国語から９３時間 

 

４ 研究内容 

（１）	教育課程の内容 

①『グローブ(Globe)』カリキュラムについて	

	

	

	

次の３領域で、グローバル化に対応する資質・能力を育むことを目的に、小学校･中学校にお

けるカリキュラムを編成した。	

「ローカル」要素：自国や地域の文化や伝統に根ざした自己の確立を図る。	

（自己理解、郷土理解）	

「グローバル」要素：多様な異文化を受容し、共生することのできる態度を育成する。	

（異文化理解、問題解決、相互依存、多文化共生）	

「コミュニケーション」要素：文化の異なる人々との英語をツールとしたコミュニケーション能	

力を育成する。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （コミュニケーション）	

【幼稚園】	

・年中児には、日本の伝統行事や外国の行事に関わる活動の中にＡＬＴが入り、園児との交流

を図ることにより、自分とは違う国の人に親しみをもつとともに、英語のゲームや歌に取り

組み、英語に親しむことができるようにする。	

・年長児には、ＡＬＴの主導の下、簡単な英単語を使い、歌・踊り・ゲームなどの活動を通し

て英語に親しむようにするとともに、遊びの楽しさを友達と共感できるようにする。	

・小学校との滑らかな接続に向けて、「幼・小連携事業」においては、『グローブ(Globe)』を実

施する。	

	

【小学校】	

・「ローカル」要素（以下、【Ｌ】とする。）	

集団活動に進んで参加するなど、自分の役割を自覚し、責任を果たそうとするとともに、0自分

の地域や国の伝統や歴史、郷土を愛する心をもっている。	

・「グローバル」要素（以下、【Ｇ】とする。）	

どの国・民族の文化でも尊重し、誰とでも公平に接するとともに、日頃から人との関わりを

大切にして、寛容的及び協力的な態度で生活していこうとする。	

・「コミュニケーション」要素（以下、【Ｃ】とする。）	

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、他者に配慮しながら主体的に外国語を用0いて

コミュニケーションを図ろうとする。	

・単元の中に【Ｌ】、【Ｇ】、【Ｃ】を取り入れた流れとする。学習のはじめに地域教材を扱い、

よさや課題について考え、単元全体の課題を設定する。次に課題解決に向けて、必要な知識・

自国や地域の歴史や文化、伝統に対する理解を深めるとともに、異文化を理解し、異な

る文化や習慣をもつ人々とともに生きていく（多文化共生）ための資質・能力を育むこと

ができる。	
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技能を外国語活動・外国語科の学習で身に付ける。そして、学習で得た知識・技能を使って、

多くの人と関わり、自分の考えをもち、表現する。	

・中学校との滑らかな接続として「クラスルーム・イングリッシュの使用」、「英語の発音」、

「アルファベットの定着」を４校で統一して指導する。	

	

【中学校】	

・【Ｌ】自分に自信をもつとともに、自己を見つめ個性を伸ばそうとする態度を身に付け、自分

.と自分を取りまく社会との関わりを理解し、よりよい社会を創ろうとする。	

・【Ｇ】異なる文化をもつ人々が共生する社会を受容するとともに、日頃から考えや習慣の異な

.る人に対して、寛容的及び協力的な態度で生活しようとする。	

・【Ｃ】外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手に配慮しながら、

.主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする。	

・「コミュニケーション」要素において、東川の児童生徒の目指す姿である「国際社会に活躍す

る人材の育成」のために、自分の住む地域である東川町や日本文化を理解するとともに、他

国の文化や自分と異なる人々と共に生きていくために必要なコミュニケーションツールで

ある外国語（英語）をしっかり定着させる必要がある。したがって、基本的に現行の外国語

科の年間指導計画を活用する。	

・各単元（各Unit）の「やり取り（話すこと・聞くこと）場面」において、「ＪＥＴプログラム

スタッフ」、「日本語学校の生徒」、「英語が話せる日本人」などをできるだけ活用する。その

ことにより、日頃から考えや習慣の異なる人に対して、寛容的及び協力的な態度を身に付け

られるのではないかと考えた。（【Ｇ】に関わる多文化共生）	

・単元ごとに【Ｌ】、【Ｇ】に位置付けられると考えられる部分を表記する。そのことにより、

地域素材や人材など、東川ならではの取組となると考えた。	

	

【高等学校】	

・【Ｌ】社会における自分の担う役割や責任、自分のもつ可能性を自覚し、自己肯定感を高め、

..             学びや協働に向かう積極性をもっている。	

・【Ｇ】多文化共生社会を受容し、自らその形成者として共に生き、共に課題に取り組もうとす

.る参画と貢献の姿勢がある。	

・【Ｃ】他者を尊重し、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら、外国語でコミュニケ

.ーションを図ろうとする態度を身に付け、言語や文化に対する関心をもっている。	

・小学校との連携を図り、英語の書き方指導や正しい発音指導などを行うことで、教える立場

という相手のことを考えた言動を身に付けることができる。	

	

②人材活用について	

・『グローブ(Globe)』の授業において、東川町在住のＡＬＴ、国際交流員（ＣＩＲ）、スポーツ

国際交流員（ＳＥＡ）、留学生等をゲストティーチャーとして全校種において授業で活用する。 

・幼稚園では、カリキュラムに基づきＡＬＴ主導の下、歌やゲームなどの活動を通して、英語

や他国の人々に触れることで、外国語に慣れ親しみ感覚的に外国を感じることができると考

えた。	

・小学校では、ＨＲＴ、ＪＴＥ、ＡＬＴによる定期的な打合せ会議を設定し、外国語活動の全

時間にＡＬＴを活用できるように進めている。さらに、一単位時間内のそれぞれの学習内容

に応じて役割を明確にすることにより、児童の実態に即した効果的な資料や教材を作成し、
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充実した授業を展開できると考えた。	

・中学校・高等学校では、各単元の終末場面において、外国語を活用する必然性を生むために、

ＡＬＴに加えＣＩＲ、ＳＥＡを活用し、外国語を使って、「伝えたい」、「伝わってうれしい」

という充実感をもたせることができると考えた。	

	

④ 校種間交流について	
・幼・小連携として、幼稚園年長と小学校１、５学年との授業交流を実施する。特に、１年生

との交流では、外国語活動を取り入れる。その際に、共通したクラスルーム・イングリッシュ

を活用し、英語を通して交流を図る。	

・小・中連携として、中学校の英語教員による各小学校への乗り入れ授業を実施する。	

・小・高の交流を行い、教えてもらう立場と教える立場を明確にした活動を進める。	

・中学校や高等学校では、様々な国の人々との交流を盛んに行っており、今年度は、中学校で

フィンランドの人々との交流を行い、高校でタイの人々との交流を行うなど、文化の違いを

理解する機会となった。今後、カリキュラム作成に当たり、こうした交流をより効果的に取

り組むことができると考える。	

 

（２）	研究の経過 

第１年次 

新教科『グローブ(Globe)』推進のための組織づくりとカリキュラム作成 
〇	 研究開発学校指定の４年間を見通した研究の骨子の作成 
・研究組織（グローブ推進チーム、運営指導委員会）の設置 
・各学校、関係機関における研究の方向性（創設の目的、仮説等）の共通理解及び
連携の明確化 

・研究計画（内容、方法、評価）の作成 
〇	 創設教科『グローブ(Globe)』のカリキュラム編成	
	 ・各学校種間における接続を意識したカリキュラムの作成	
	 ・『グローブ(Globe)』における３要素構成の内容検討 

「ローカル」要素：自国の文化や伝統に根差した自己の確立 
「グローバル」要素：多様な異文化を受容し、共生することのできる態度の
育成 

「コミュニケーション」要素：文化の異なる人々との外国語（英語）をツール
としたグローバル社会で求められる円滑なコミュニケーション能力の育成 

	 ・コミュニケーション要素（外国語活動、外国語科）の系統的（幼・小・中・高）
な指導方法の検討 

・小・中・高の関連及び児童生徒の実態に即した３要素一体のCAN-DOリスト、指導
資料及び教材の作成 

・外国人の有効的活用場面の検討 
〇	 評価方法の検討 
	 ・児童生徒、学校、学校関係機関、保護者地域住民等による評価の在り方の検討 
	 ・評価の観点、評価方法の検討 
	 ・グローブ推進チームと運営指導委員会による評価や指導に基づく第１年次の成

果と課題のまとめ及び第２年次以降の計画の修正 
○保護者、地域への啓発・周知 

第２年次 

新教育課程の先行実施及び『グローブ(Globe)』カリキュラムの完成 
〇	 『グローブ(Globe)』カリキュラムの実施 
	 ・カリキュラムに基づく実践と課題の明確化、改善 
	 ・３要素の評価の観点、評価規準の見直し 
	 ・コミュニケーション要素（外国語活動、外国語科）における小・中連携による系

統的な指導の実施及び５領域の評価 
・指導資料、教材の検証と改善、改訂 
・東川町在住の外国人（ＣＩＲ、ＳＥＡ、ＡＬＴ等）の積極的活用 

〇	 実践研究発表会開催に向けての準備 
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	 ・第３年次・第４年次における公開研究会開催の計画、準備 
〇	 評価の実施 
	 ・全国学力・学習状況調査、自己評価、外部評価、英語検定各級取得率比較、質問

紙調査による評価 
	 ・第２年次の成果と課題のまとめ及び第３年次以降の計画の修正 

第３年次 

『グローブ(Globe)』カリキュラムの実施・評価・改善 
〇	 カリキュラムの実施・評価・改善 
	 ・３領域における、幼・小と中・高の滑らかな接続の在り方の研究 
	 ・コミュニケーション要素における、「読むこと」、「書くこと」の学習内容の小・

中連携による系統的な指導の実施及び４技能の評価 
〇	 実践研究発表会（プレ研）の開催 
	 ・小学校、中学校、高等学校における授業公開 
	 ・幼稚園における外国語活動の公開 
〇	 評価の実施 
	 ・全国学力・学習状況調査、自己評価、外部評価、英語検定各級取得率比較、質問

紙調査による評価 
	 ・第３年次の成果と課題のまとめ及び第４年次の計画作成 
〇	 指導資料の作成 

第４年次 

新教育課程の完全実施及び『グローブ(Globe)』研究の成果と課題 
〇	 カリキュラムの実施・評価・改善 
	 ・３要素における、幼・小・中・高の有機的な連携についてのまとめ 
	 ・コミュニケーション領域における、「読むこと」、「書くこと」の学習内容の小・

中連携による系統的な指導の実施及び４技能の評価 
	 ・他地域での『グローブ(Globe)』導入及び普及についての検討 
〇	 研究実践発表会の開催 
	 ・小学校、中学校、高等学校における授業公開 
	 ・幼稚園における国際教育（外国語活動）の公開 
○	 英語を用いてコミュニケーションを図る体験の場の設定 
〇	 評価の実施 
	 ・全国学力・学習状況調査、自己評価、外部評価、質問紙調査による評価 
	 ・児童生徒、教員、関係機関、地域等の意識調査及び分析 
	 ・成果と課題のまとめ及び一般化のための提案（研究報告書の作成） 
○	 研究開発学校指定後における『グローブ(Globe)』の方向性の検討 

 

（３）	評価に関する取組 

第１年次 

○	 児童生徒に係る『グローブ(Globe)』実施の評価 
・児童生徒の授業後の振り返りシート、意識（質問紙）調査、パフォーマンス 
（行動観察）等による実態の把握及び分析 

○	 研究推進全体に係る評価 
・新教科創設に係る運営指導委員会の指導・助言（８月） 
・関係機関、ＪＥＴスタッフ及び保護者によるアンケート調査の実施、結果の分析
（１１月） 

・カリキュラム編成に係る運営指導委員会の評価・指導・助言（１月） 
○	 教員による意識調査 
・幼・小・中・高の教員による意識（質問紙）調査の実施（７月） 

第２年次 

○	 児童生徒に係る『グローブ(Globe)』実施の評価 
・前年度の各調査における継続的な実態の把握及び分析 
・「読み」、「書き」に関するテストの実施 
・中学校、高等学校入学時における英語テストの実施 

	 ・小学校、中学校における児童英検、英検の実施（第４年次まで継続） 
○	 研究推進全体に係る評価 
・関係機関、ＪＥＴスタッフ及び保護者によるアンケート調査の実施、結果の分析
及び経年比較（１１月） 

・運営指導委員会の評価・指導・助言（１月） 
○	 教員による意識調査 
・前年度における意識（質問紙）調査の継続的な実施（６月） 

第３年次 ○	 前年度の各評価（児童生徒、研究推進全体、教員）の継続的な実施及び分析 
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・前年度の各調査における継続的な実態の把握及び分析 
・「読み」、「書き」に関するテストの実施 
・中学校、高等学校入学時における英語テストの実施 

	 ・小学校、中学校における児童英検、英検の実施（第４年次まで継続） 
○	 公開研究会（プレ研）実施による検証 
・新教育課程を先行的に実施し、公開研究会を開催することで外部評価により成
果と課題を明らかにし、次年度への改善につなげる。 

第４年次 

○	 前年度の各評価（児童生徒、研究推進全体、教員）の継続的な実施、分析及び検証 
・前年度の各調査における継続的な実態の把握及び分析 
・「読み」、「書き」に関するテストの実施 
・中学校、高等学校入学時における英語テストの実施 

	 ・小学校、中学校における児童英検、英検の実施（第４年次まで継続） 
	 ・各評価の４年間の集積データのまとめ 
・研究報告に係る運営指導委員会の評価・指導・助言 

○	 研究実践発表会実施による検証 
・実践研究発表会を開催し、本研究４年間の成果と課題を明らかにし、まとめを
行う。 

 

５ 研究開発の成果 

（１）	実施による効果 

①児童・生徒への効果 

【幼稚園】 

	 月１回の外国語活動において、英語に触れたり様々な国の人々と関わったりする機会を設定

したことにより、英語への抵抗がなく、楽しく活動することができた。また、英語を聞き取る力

も付いてきている。	

 

【小学校】 

新教科『グローブ(Globe)』は、カリキュラム検討の段階であるが、小学校外国語活動におい

て授業改善を図ったことにより、外国語に対する関心が高まっている。ＨＲＴとＡＬＴが連携し

て授業を展開する中で、英語によるコミュニケーション能力を付けるための様々な活動に工夫

を講じたことにより、外国語に慣れ親しみ、楽しくやり取りをすることが増えてきた。また、中

学校外国語教員による各小学校での外国語活動の授業を実施することができた。このことによ

り、児童が中学校の英語の楽しさを知るなど、中学校外国語への不安が軽減した様子が見られた。	

 

【中学校】 

新教科『グローブ(Globe)』は、カリキュラム検討の段階であるが、多くの生徒が英検２級、

準２級、３・４・５級を取得するなど、高い水準で英語が身に付いていると考えている。	

 

【高等学校】 

	 東川町内での進学率は、全体の１０％程度であり、学級に４名前後の割合であることから、幼

稚園から高等学校までの学習の連続性をもたせることは難しい現状を踏まえ、高等学校におい

ては、特に東川町の豊富な地域教材を活用するとともに、様々な国の人々と交流できる恵まれた

環境を生かして、幼稚園、小・中学校との連携を図った新教科『グローブ(Globe)』を展開する

ことができた。	
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②教職員への効果 

外国語活動・外国語の授業に対して、校外研修や研究授業を活用し、授業改善を図ろうとする

教員が増えてきている。課題としては、校内研修が不十分であり、研究開発に向けた認識に教員

間の差が見られる。	

 

③保護者への効果 

国際教育推進に対して、特に小学校において関心が高まりつつある。運動会競技にＡＬＴが参

加したり学習発表会の劇の中で英語が使われたりするなど、『グローブ(Globe)』を通じた交流の

機会が増えることへの期待が高まっている。	

 

（２）	実施上の問題点と今後の課題（●問題点、☆課題） 

●	 幼稚園、小・中学校、高等学校の校種間の連携が不十分である。	

●	 幼・小及び小・中の滑らかな接続について、幼小連携事業や中一ギャップ未然防止事業など

に取り組んでいるが、『グローブ(Globe)』においては、幼稚園、小・中学校、高等学校が単に

連携するだけではなく、それぞれの校種でのねらいや指導内容を踏まえ、系統的なつながりを

考えていかなければならない。	

●	 カリキュラム作成については、各学校でのこれまでの実践に基づき、各学年のカリキュラム

において、東川町や世界の国々を意識した外国語活動のカリキュラムを検討してきたが、校種

間における有機的な関連を図るまでには至っていない。	

●	 研究開発の取組については、本町の全教職員の共通理解が図られていない現状がある。各学

校で研修は行っているものの、教職員の認識に差が見られる。	

☆ 外国語活動、外国語科の授業改善について検討する必要がある。特に、各小学校での学習内

容、学習指導、評価方法など、共通に進めていくべき内容を検討する必要がある。	

☆ 各学校、各学年における各教科等を横断的に捉えた年間指導計画を作成し、新教科『グロー

ブ(Globe)』との関連した学習内容をピックアップすることにより、学校全体で国際教育推進を

進める必要がある。特に中学校、高等学校では、担任と外国語担当教員だけでなく全教職員で

意識して取り組む必要がある。	

☆ 新教科『グローブ(Globe)』の実践を通して、研究授業を重ねていき、その都度、修正を図

り、研究協議が設定できない場合においても、授業者に意見や感想が伝わる工夫をする必要が

ある。	

☆ 幼稚園、小・中学校で共有できるクラスルーム・イングリッシュについて検討していく必要

がある。	

☆ 通知表や指導要録などにおける評価について検討する必要がある。	
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	 	 	 	                                                	   	 	 	 	 	 	 	 	 別紙１ 
東川町立東川小学校（外	 ３小学校）	 教育課程表（平成３０年度） 

 
 
 
 
 
 
 

各教科の授業時数  
道 
 
 
徳 

 

 
外 
国 
語 
活 
動 

   総 
学合 
習的 
のな 
時 
間 

 
特 
別 
活 
動 

 

グ
ロ

ブ 
  

総 
授 
業 
時 
数 

 
国 
 
 
語 

 
 社 
 
 
 会 

 
算 
 
 
数 

 
理 
 
 
科 

 
生 
 
 
活 

 
音 
 
 
楽 

 
図 
画 
工 
作 

 
家 
 
 
庭 

 
体 
 
 
育 

外 
 
国 
 
語 

第１学年 306 
 
 136 

 
 

87 
(-15) 

68 68 
 
 102 34    34 

35 

(+35) 
870 
(+20) 

第２学年 315  175  90 
(-15) 

70 70  105 35    35 
35 

(+35) 
930 
(+20) 

第３学年 245 70 175 90  60 60  105 35 
0 

(-35) 
 

35 
(-35) 

35 
70 

(+70) 
980 
(+35) 

第４学年 245 90 175 105  60 60  105 35 
0 

(-35) 
 

35 
(-35) 

35 
70 

(+70) 
1015 
(+35) 

第５学年 175 100 175 105  50 50 60 90 35  
0 

(-70) 
35 

(-35) 
35 

105 

(+105) 
1015 
(+35) 

第６学年 175 105 175 105  50 50 55 90 35  
0 

(-70) 
35 

(-35) 
35 

105 

(+105) 
1015 
(+35) 

計 
1461 

 
365 

 
1011 

 
405 

 
177 
(-30) 

358 
 

358 
 

115 
 

597 
 

209 
 

0 
(-70) 

0 
(-140) 

140 
(-140) 

209 
 

420 

(+420) 
5825 
(+180) 

 
  ※第１・２学年については、余剰時間より 20 時間を新教科『グローブ(Globe)』に充てるため、組み

替えた時数の合計と『グローブ(Globe)』の合計は一致しない。 
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	 	 	 	                                                	   	 	 	 	 	 	 	 	 別紙１ 

 
⑤ 東川町立東川中学校	 教育課程表（平成３０年度） 

    
 
 
 
 

各教科の授業時数 

道	

徳 

特
別
活
動 

総

合

的

な

学

習

の

時

間 
グ
ロ

ブ 

   
総
授
業
時
数 

国 
 
語 

社 
 
会 

数 
 
学 

理 
 
科 

音 
 
楽 

美 
 
術 

保 
健 
体 
育 

技

術

家

庭 

外 
国 
語 

第１学年 140 105 140 105 45 45 105 70 
0 

(-140) 
35 35 

30 

(-20) 
160  1015 

第２学年 140 105 105 140 35 35 105 70 
0 

(-140) 
35 35 

50 

(-20) 
160 

 
 

1015 

第３学年 105 140 140 140 35 35 105 35 
0 

(-140) 
35 35 

50 
(-20) 

160 
 
 

1015 

計 385 350 385 385 115 115 315 175 
0 

(-420) 
10
5 

105 
130 

(-60) 
480 

(+480) 
 3105 
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	 	 	 	                                                	   	 	 	 	 	 	 	 	 別紙１ 
                      ⑥ 東川高等学校	 教育課程表（平成３０年度） 
    

 各教科の授業時数  

グ
ロ

ブ 

総

合

的

な

学

習

の

時

間 
特
別
活
動 

総
授
業
時
数 

 
 
 
 

国 
 
語 

地歴 
 

公民 

数 
 
学 

理 
 
科 

外 
国 
語 

芸 
 
術 

家 
 
庭 

体 
 
育 

情 
 
報 

商 
 
業 

第１学年 140 105 140 105 
0 

(-140) 
70 70 140  35 150 70 

160 
(-10） 

1185 
(0) 

第２学年 105 105 140 105 
0 

(-140) 
70 70 140  70 150 

70 
 

160 
(-10） 

1185 
(0) 

第３学年 105 140 105 140 
0 

(-93) 
70  70 70  100 35 

85 
(-7） 

920 
(-10) 

第3学年
次選択 
2単位 
3単位 
を各１つ

選択 

 
 
 

時事

問題

研究 
70 

 

数学

Ｂ 
 

105 
 

生物

研究 
 

70 

英語

表現

Ⅰ 
105 
英語

会話 
70 

 
 
 

子ど

もの

発達

と保

育 
105 

 

スポ

ーツ

Ａ 
70 

 
 
 

電卓

基礎

計算 
105 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

175  
（2単位・3
単位選択の

合計） 

計 350 350 385 350 
0 

(-373) 
210 140 350 70 105 410 175 

430 
(-25) 

3465 
(-10) 

選択科目

を履修し

た場合 
 420 490 420 175  245 420  210     
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別紙２ 
学校等の概要 

①  
１ 学校名、校長名 

	 	 	 東川
ひがしかわ

町立
ちょうりつ

東川
ひがしかわ

小学校
しょうがっこう

	 	 	 校長	 	 前	 田	 昭	 彦	

  
２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 
	 	 	 北海道上川郡東川町西４号北８番地（℡ 0166-82-2425   Fax 0166-82-4711） 
 
３ 学年別児童数、学級数 
第１学年	 第２学年	 第３学年	 第４学年	 第５学年	 第６学年	 計	

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 
６３	 ２	 ５８	 ２	 ４７	 ２	 ６０	 ２	 ６２	 ２	 ６０	 ２	 ３５０	 １２	

病 1	 	 知１情 1	 	 知 3 情 3	 	 情 2	 	 知 4 言 1	 	 情 1 病 1	 	 １８	 ４	

 
４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 
１  １   ２２  １  １ 
講師 ＡＬＴ ＳＣ 事務職員 司書 計  

    ２  ２８ 
 
 
②  
１ 学校名、校長名 

	 	 	 東川
ひがしかわ

町立
ちょうりつ

東川
ひがしかわ

第一
だいいち

小学校
しょうがっこう

	 	 	 校長	 	 岡	 本	 美	 雪 

 
２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

北海道上川郡東川町西１０号北２４番地（℡ 0166-82-2751   Fax 0166-82-5143） 
 

３ 学年別児童数、学級数 
第１学年	 第２学年	 第３学年	 第４学年	 第５学年	 第６学年	 計	

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 
４	 １	 ６	 １	 ４	 	 ３	 複式１	 ５	 	 ５	 複式１	 ２７	 ４	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 知的１	 １	 １	 １	

 
４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 
１  １   ５  １   
講師 ＡＬＴ ＳＣ 事務職員 司書 計  

 ２   １  １１ 
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③  
１ 学校名、校長名 

      東川
ひがしかわ

町立
ちょうりつ

東川
ひがしかわ

第二
だ い に

小学校
しょうがっこう

	 	 	 校長	 	 大	 垣	 秀	 彦 
 
２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 
      北海道上川郡東川町西４号北３２番地（℡ 0166-82-3019   Fax 0166-82-5170） 
 
３ 学年別児童数、学級数 

第１学年	 第２学年	 第３学年	 第４学年	 第５学年	 第６学年	 計	

児童数	 学級数	 児童数	 学級数	 児童数	 学級数	 児童数	 学級数	 児童数	 学級数	 児童数	 学級数	 児童数	 学級数	

９	 １	 ７	 １	 ９	 	 ４	 複式1	 １３	 	 ６	 複式1	 ４８	 ４	

	 	 	 	 知１緒１	 知１緒１	 	 	 緒１	 緒１	 知１	 知１	 ４	 ２	

 

４ 教職員数 
校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 
１  １   ６  １   
講師 ＡＬＴ ＳＣ 事務職員 司書 計  

 ２   １  １２ 
 

 
④  
１ 学校名、校長名 

	 	 	 東川
ひがしかわ

町立
ちょうりつ

東川
ひがしかわ

第三
だいさん

小学校
しょうがっこう

	 	 	 校長	 	 南	 部	 和	 紀 
 
２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 
	 	 	 北海道上川郡東川町東８号南１番地（℡ 0166-82-3015   Fax 0166-82-5183） 
 
３ 学年別児童数、学級数 

第１学年	 第２学年	 第３学年	 第４学年	 第５学年	 第６学年	 計	

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 
３	 	 １	 複式１	 ４	 	 ４	 複式１	 ３	 	 ６	 複式１	 ２１	 ３	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 知１	 知１	 １	 １	

 
４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 
１  １   ４  １   
講師 ＡＬＴ ＳＣ 事務職員 司書 計  

 １   １ １ １０ 
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⑤ 
１ 学校名、校長名 

	 	 	 東川
ひがしかわ

町立
ちょうりつ

東川
ひがしかわ

中学校
ちゅうがっこう

	 	 	 校長	 	 尾	 﨑	 朋	 子 

 
２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 
	 	 	 北海道上川郡東川町北町１丁目５番１号（℡ 0166-82-2428	 Fax 0166-82-2348） 
 
３ 学年別生徒数、学級数 

第１学年	 第２学年	 第３学年	 計	

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 
７７	 ３	 ７９	 ３	 ７５	 ３	 ２３１	 ９	

知 1、情 2、言 1	 言 1	 知 1、情 1	 知 1	 情 3、病 1	 情 1、病 1	 １０	 ４	

 
４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 
１  １   ２２  １   
講師 ＡＬＴ ＳＣ 事務職員 司書 計  

 ４ ２ １ １ １ ３０ 
 

 
⑥ 
１ 学校名、校長名 

   北海道
ほっかいどう

東川
ひがしかわ

高等学校
こうとうがっこう

	 	 	 校長	 	 渡	 辺	 文	 貴	

 
２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 
   北海道上川郡東川町北町２丁目１２番１号（℡ 0166-82-2590	  Fax 0166-82-2534） 
 
３ 課程・学科・学年別生徒数、学級数 

課程 
 

学科 
 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 計 
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

全日制 普通科 ８０ ２ ７５ ２ ７９ ２   ２３４ ６ 
計 ８０ ２ ７５ ２ ７９ ２   ２３４ ６ 

 
４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 
１  １   １６  １   
講師 ＡＬＴ SC 事務職員 司書 計  

 １ ２ １ ４  ２７ 
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⑦ 
１ 学校名、園長名 

   東川
ひがしかわ

町立
ちょうりつ

東川
ひがしかわ

幼稚園
ようちえ ん

	 	 	 園長	 	 伊	 藤	 和	 代	

 
２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 
   北海道上川郡東川町西４号北８番地（℡ 0166-82-3400	  Fax 0166-82-4660） 
  
３ 学年別幼児数 

５歳児 ４歳児 ３歳児 ２歳児 １歳児 ０歳児 合計 
１５ １０ ６    	 ７０人 
１２ １１ ９    	 ７学級 

  ７     
 
４ 教職員数 

園長 副園長 事務長 室長 主任 教務 担任 特別支援教育支援員 事務職員 看護師 
１ １ １  １ １ ７ ２ １ １ 
栄養士 調理員 公務補       計 
１ ４ １       ２２ 
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平成２９年度 

 

研究開発実施報告書 

 
 

第１年次 

 

 

研究開発課題 

 文化や価値観などの異なる人々とよりよい人間関係を構築できる資質・能力を育成する

ための、初等中等教育段階におけるグローバル化に対応した教育環境づくりを柱とした教

育課程の研究開発 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年３月 

 

東川町立東川小学校 外６校（園） 
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１ 東川町立東川小学校 外６校(園) ２９～３２ 

 

平成２９年度 研究開発実施報告書 

 
ア 研究開発の概要 

	 文化や価値観などの異なる人々とよりよい人間関係を構築できる資質・能力を育成するための、

初等中等教育段階におけるグローバル化に対応した教育環境づくりを柱とした教育課程の研究開発	

 

グローバル化の進展や絶え間ない技術革新などにより、社会構造や雇用環境は大きく、さらに加速

度的に変化していくことが予想され、現在の子どもたちやこれから生まれてくる子どもたちにとって、

予測困難な時代だといえる。少子化が進む中で我が国にとっては、一人一人が持続可能な社会の担い

手として、様々な変化に適応し、質的な豊かさを伴った個人と社会の成長につながる新たな価値を生

み出していくことが期待される。グローバル化が急速に進展する中で、これまでのように一部の業種

や職種だけでなく、生涯にわたり様々な場面で世界の人々と多種多様に関わることが想定されており、

コミュニケーション能力の向上が課題となっている。我が国では、外国語を日常的に使用する機会は

限られているが、現在、学校で学ぶ子どもたちが卒業し活躍する社会や世界の舞台は、多文化・多言

語の中にあり、国際的な協調と競争の環境にあることが予想される。そうした中で、国民一人一人が、

様々な社会的・職業的な場面において、外国語を用いて互いの考えを伝え合い理解し合うことが一層

重要になることが想定される。	

	 北海道のほぼ中央に位置する東川町は、大雪山連峰「旭岳」の麓で、雄大な自然景観に恵まれ、豊

かな水と肥沃な大地の恵みと共に生活できる地域である。写真甲子園開催地の「写真の町」として、

また、日本初の公立日本語学校を開校するなど数多くの留学生を受け入れる「国際交流の町」として

全国的に注目を浴びている。	

	 学校教育においては、４名のＡＬＴ（Assistant	Language	Teacher	 外国語指導助手）による外国

語活動や外国語の授業、３名のＳＥＡ（Sports	Exchange	Advisor	 スポーツ国際交流員）による体育

や少年団活動及び部活動（クロスカントリー、野球、バレーボール）、８名のＣＩＲ（Coodinator	for	

International	Relations	 国際交流員）によるイベント参加や国際交流活動、さらには留学生との交

流など、ＪＥＴプログラム（The	Japan	Exchange	and	Teacher	Program）スタッフ１５名や日本語学

校留学生による国際教育推進により、ネイティブ・スピーカーに接する態度や外国語を使う力が育ち

つつある。	

	 一方で、それぞれの国際教育活動の有機的なつながりや、学校間での連携、小学校における外国語

活動と中学校の外国語科の接続、外国語教育における幼・小・中・高における連携が十分ではない現

状が見られる。また、自然豊かで国際色に恵まれた環境におかれているものの、有効に活用したり効

果的に場の設定をしたりすることができていない。	

	 本町の子どもたちは、校内はもとより校外でも、挨拶を交わすことができ、明るく活発である。保

育園・幼稚園を同じ施設内に設置している「幼児センター」や小学校４校、中学校１校、高等学校１

校があり、教育環境は充実しているものの、主体的に人と関わろうとする態度は十分ではない。ま

た、豊富な地域素材や多種多様な人材が整っているにも関わらず、地域の理解や国際教育の充実が十
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分とは言えない。さらに、適切な言葉を使って相手と関わり伝え合うことにやや苦手意識がある。	

そこで、自国の文化や伝統への理解を深めるとともに、異なる習慣や文化をもった人々と共に生

きていく子どもを育成したいと考え、以下の研究主題を設定した。 

 

 

 

 

 

  

イ 研究開発の経緯 

月	 日	
ＷＧ（ワーキン
グ・グループ）	 項目	 研修内容など	

4	 25	 	 	 視察研修	 幼児センター視察研修	

５	
16	 	 	 視察研修	 日本語学校視察研修	

19	 	 	 研修会	 東川中学校	 授業交流（英語）	

６	

15	 	 視察研修	 幼児センター視察研修	

21	 	 	 	 	 第 1 回	 研究推進委員会	

29	 ○	 	 	 第 1 回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

７	

４	 	 研修会	 東川第一小学校	 授業研究会（外国語活動）	

６	 ○	 	 	 第２回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

13	 ○	 	 	 第３回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

19	 ○	 	 	 第４回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

8	

21	 	 	 	 	 第 1 回	 研究推進連絡協議会	

24	 ○	 	 	 第５回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

28	 	 	 	 	 第 1 回	 運営指導委員会	

31	 ○	 	 	 第６回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

9	

７	 ○	 	 	 第７回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

14	 ○	 	 	 第８回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

15	 	 	 視察研修	 鹿追町幼小中高一貫教育研究大会	

21	 ○	 	 	 第９回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

28	 ○	 	 	 第１０回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

10	

５	 ○	 	 	 第１１回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

12	 ○	 	 	 第１２回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

15	 	 	 視察研修	 寿都町	

【研究仮説】 

国際教育を中核とした新教科『グローブ(Globe)』を創設し、指導内容、指導方法、

評価方法を体系的に構築することにより、自国や地域の歴史や文化、伝統に対する理

解を深めるとともに、異文化を理解し、異なる文化や習慣をもつ人々とともに生きて

いく（多文化共生）ための資質・能力を育むことができる。 

【研究主題】 

ふるさと東川を愛する心情を高め、人間尊重の精神を基調とする国際性を養い、 

国際社会に適用するコミュニケーション能力の育成 
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月	 日	
ＷＧ（ワーキン
グ・グループ）	 項目	 研修内容など	

10	

19	 ○	 	 	 第１３回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

26	 ○	 	 	 第１４回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

30	 	 	 視察研修	 徳島県鳴門市	

11	

２	 ○	 	 	 第１５回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

９	 ○	 	 第１６回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

11	 	 	 研修会	 研修センター	 授業公開（小学校	 外国語）	

14	 	 	 視察研修	 大分県安心院	

16	 ○	 	 	 第１７回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

22	 	 研修会	 東川第一小学校	 授業研（外国語活動）	

24	 ○	 	 	 第１８回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

28	 	 	 	 	 アンケート実施	

30	 ○	 	 	 第１９回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

12	

１	 	 研修会	
町教研研究大会	 6 年生公開授業	
研究開発経過報告	

７	 ○	 	 第２０回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

８・９	 	 	 視察研修	 全国小学校英語活動実践研究大会札幌大会	

11	 	 	 研修会	 小・高交流授業	

11	 	 	 研修会	 ＪＩＣＡ北海道	 国際理解教育指導者研修	

13	 	 	 	 ミニ Globe 会議	 中学校部会	

14	 ○	 	 第２１回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

20	 	 	 	 ミニ Globe 会議	 中学校部会	

21	 ○	 	 第２２回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

28	 ○	 	 ミニミニ Globe 会議（小学校部会）	

１	

９	 ○	 	 第２３回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

10	 ○	 	 第２４回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

15	 ○	 	 第２６回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

25	 ○	 	 第２７回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

２	

１	 ○	 	 第２８回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

８	 ○	 	 第２９回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

15	 ○	 	 第３０回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

22	 ○	 	 第３１回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

26	
	 	 第２回	 研究推進連絡協議会	

	 研修会	 研究開発	 先進地視察報告会	

３	

１	
	 	 第２回	 運営指導委員会	

○	 	 第３１回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

８	 ○	 	 第３２回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	

15	 ○	 	 第３３回	 ミニ Globe 会議（ＷＧメンバー）	
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ウ 研究開発の内容 

(a) 教育課程の編成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Globe ⽬標  ⽬指す⼦ども像 

領域 内容 指導の視点 評価の観点 幼稚園 ⼩学校 中学校 

Local 

⾃国の⽂化

や伝統に根

ざした⾃⼰

の確⽴を図

る。 

⾃⼰理解 

異⽂化理解 

郷⼟理解 

知識・技能 

英語に親しむ 
 
英語のゲームや歌を楽
しむ 
 
簡単な英語の指⽰を聞
いて⾏動できる 
 
Yes、No や簡単なあ
いさつの⾔葉を⾃ら発
することができる 
 
さまざまな国の⼈々に
親しみをもつ 
 
⾃分の好きな物、嫌い
な物が⾔える 
 
友達と上⼿に関わりな
がら⽣活することがで
きる 
 
⾝の回りの友達や⾃然
環境に関⼼をもつ 
 
遊びの楽しさを友達と
共感できる 
 
元気よくあいさつや返
事ができる 
 
⾃分の思いを伝えるこ
とができる 

⾃分の地域や国の⾃然や歴史、⽂化を理
解し、よさを知ることができる。 

⾃分の地域や国の⾃然や歴史、伝統
や⽂化の特⾊を知っている。 

思考⼒・ 

判断⼒・ 

表現⼒ 等 

様々な事象について⾃分の考えをもち、
⾝の回りの事柄に対する公平な判断⼒を
⾝に付けるとともに、⾃分⾃⾝のことや
⾃分の考えを分かりやすく相⼿に伝える
ことができる。 

⾃分を取りまく社会のさまざまな問
題について情報をもとに広い視野で
考え、問題解決にむけて表現を⼯夫
して発表するとともに、⾃らの考え
で主体的に⾏動することができる。 

学びに 

向かう⼒・

⼈間性 

集団活動に進んで参加するなど、⾃分の
役割を⾃覚し、責任を果たそうとすると
ともに、⾃分の地域や国の伝統や歴史、
郷⼟を愛する⼼をもっている。 

⾃分に⾃信をもつとともに、⾃⼰を
⾒つめ個性を伸ばそうとする態度を
⾝につけ、⾃分と⾃分を取りまく社
会との関わりを理解し、よりよい社
会を作ろうとする。 

Global 

多様な異⽂

化を受容

し、共⽣す

ることので

きる態度を

育成する。 

⾃⼰理解 

異⽂化理解 

問題解決 

相互依存 

多⽂化共⽣ 

知識・技能 
他国や他⺠族等の様々な⽂化について知
るとともに、我が国と他国の⽂化の違い
を理解することができる。 

他国や他⺠族等の様々な⽂化の違い
や⽂化の背景を理解し、どの国の⽂
化も尊重することができる。 

思考⼒・ 

判断⼒・ 

表現⼒ 等 

⾝の回りの事柄について問題意識をも
ち、その問題に積極的に関わり、仲間と
協⼒しながら課題を解決し、分かりやす
く発表できる。 

世界が抱える今⽇的な課題を⾝のま
わりの事象とつなげて考え、そこか
ら問題や課題を発⾒し、解決の⽅法
を探り、表現を⼯夫して発表するこ
とができる。 

学びに 

向かう⼒・

⼈間性 

どの国、⺠族の⽂化でも尊重し、誰とで
も公平に接するとともに、⽇頃から⼈と
の関わりを⼤切にして、寛容的及び協⼒
的な態度で⽣活していこうとする。 

異なる⽂化をもつ⼈々が共⽣する社
会を受容するとともに、⽇頃から考
えや習慣の異なる⼈に対して、寛容
で協⼒的な態度で⽣活しようとす
る。 

⽂化の異な

る⼈々との

英語をツー

ルとしたグ

ローバル社

会で求めら

れる円滑な

コミュニケ

ーション能

⼒を育成す

る。 

⾃⼰理解 

異⽂化理解 

コミュニケ

ーション 

知識・技能 

外国語の⾳声や⽂字、語彙、表現、構
造、⾔語の働きなどについて、⽇本語と
外国語の違いに気付き、これらの知識を
理解するとともに、読むこと、書くこと
に慣れ親しみ、聞くこと、読むこと、話
すこと、書くことにおいて、実際のコミ
ュニケーションで活⽤できる基本的な技
能を⾝に付けている。 

外国語の⾳声や語彙、表現、⽂法、
⾔語の働きなどを理解するととも
に、これらの知識を、聞くこと、読
むこと、話すこと、書くことによる
実際のコミュニケーションにおいて
活⽤できる技能を⾝につけている。 

思考⼒・ 

判断⼒・ 

表現⼒ 等 

コミュニケーションを⾏う⽬的や場所、
状況などに応じて⾝近で簡単な事柄につ
いて、聞いたり話したりするとともに、
⾳声で⼗分に慣れ親しんだ外国語の語彙
や基本的な表現を推測しながら読んだ
り、語順を意識しながら書いたりして、
⾃分の考えや気持ちなどを伝え合うこと
ができる基礎的な⼒を⾝に付けている。 

コミュニケーションを⾏う⽬的や場
⾯、状況などに応じて、⽇常的な話
題や社会的な話題について、外国語
で簡単な情報や考えなどを理解した
り、これらを活⽤して表現したり伝
え合ったりすることができる。 

学びに 

向かう⼒・

⼈間性 

外国語の背景にある⽂化に対する理解を
深め、他者に配慮しながら主体的に外国
語を⽤いてコミュニケーションを図ろう
とする。 

外国語の背景にある⽂化に対する理
解を深め、聞き⼿、読み⼿、話し⼿
に配慮しながら、主体的に外国語を
⽤いてコミュニケーションを図ろう
とする。 
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Globe ⽬標  ⽬指す⼦ども像  

⼩学校 中学校 ⾼等学校 ⽣涯 

⾃分の地域や国の⾃然や歴史、⽂化を
理解し、良さを知っている。 

⾃分の地域や国の⾃然や歴史、伝統や
⽂化の特⾊を理解することができる。 

⾃分の地域や国の⽂化とその背景を理
解し、伝統や⽂化の継承や新たな⽂化
の創造に取り組むことができる。 

⾃⽴して⽣活し、⾃
分の地域や国に愛着
をもつことが  

様々な事象について⾃分の考えをも
ち、⾝のまわりの事柄に対する公平な
判断⼒を⾝につけるとともに、⾃分⾃
⾝のことや⾃分の考えをわかりやすく
相⼿に伝えることができる。 

⾃分を取りまく社会の様々な問題につ
いて情報をもとに広い視野で考え、問
題解決に向けて表現を⼯夫して発表す
るとともに、⾃らの考えで主体的に⾏
動することができる。 

⾃⼰の確⽴に努め、社会に対する深い
洞察⼒と健全な判断⼒を⾝に付け、
様々な情報を基に公平に判断し、根拠
をもって⾃分の意⾒を他者に述べるこ
とができる。 

⾃分の地域や国の伝
統、⽂化に誇りと責
任をもち、海外の⼈
に積極的に紹介でき
る。 

集団活動に進んで参加し、⾃分の役割
を⾃覚し、責任を果たそうとするとと
もに、⾃分を⼤切にし、⾃分の地域や
国の伝統や歴史、郷⼟を愛する⼼をも
っている。 

⾃分に⾃信をもつとともに、⾃⼰を⾒
つめ個性を伸ばそうとする態度を⾝に
付け、⾃分と⾃分を取りまく社会との
関わりを理解し、よりよい社会を創ろ
うとする。 

社会における⾃分の担う役割や責任、
⾃分のもつ可能性を⾃覚し、⾃⼰肯定
感を⾼め、学びや他者との協働に向か
う積極性をもっている。 

⾃分の地域や国の⽂
化の継承や社会福祉
に貢献しようとす
る。 

他国や他⺠族等のさまざまな⽂化につ
いて知るとともに、我が国と他国の⽂
化の違いを理解している。 

他国や他⺠族等の様々な⽂化や背景の
違いを理解し、どの国の⽂化も尊重す
ることができる。 

他国や他⺠族等の⽂化を尊重し、国際
社会の多様性を知ることで異なる価値
観に対し理解を⽰すことができる。 

異⽂化や世界情勢の
情報を継続的に取り
⼊れ、⽣活に⽣かす
ことができる。 

⾝のまわりの事柄について問題意識を
もち、その問題に積極的に関わり、仲
間と協⼒しながら課題を解決し、わか
りやすく発表できる。 

世界が抱える今⽇的な課題を⾝の回り
の事象とつなげて考え、そこから問題
や課題を発⾒し、解決の⽅法を探り、
表現を⼯夫して発表することができ
る。 

国際社会における様々な課題を発⾒
し、その解決に向けて多様な観点から
思考・判断し、発信することができ
る。 

世界の⼈々と助け合
い、協⼒しながら課
題を解決できる。 

どの国・⺠族の⽂化でも尊重し、だれ
とでも公平に接するとともに、⽇頃か
ら⼈との関わりを⼤切にして寛容で協
⼒的な態度で⽣活していこうとする。 

異なる⽂化をもつ⼈々が共⽣する社会
を受容するとともに、⽇頃から考えや
習慣の異なる⼈に対して、寛容的及び
協⼒的な態度で⽣活しようとする。 

多⽂化共⽣社会を受容し、⾃らその形
成者として共に⽣き、共に課題に取り
組もうとする参画と貢献の姿勢があ
る。 

互いの違いを尊重
し、良好な⼈間関係
を積極的に構築しよ
うとする。 

外国語の⾳声や⽂字、語彙、表現、構
造、⾔語の働きなどについて、⽇本語
と外国語の違いに気づき、これらの知
識を理解するとともに、読むこと、書
くことに慣れ親しみ、聞くこと、読む
こと、話すこと、書くことによる実際
のコミュニケーションにおいて活⽤で
きる基本的な技能を⾝につけている。 

外国語の⾳声や語彙、表現、⽂法、⾔
語の働きなどを理解するとともに、こ
れらの知識を聞くこと、読むこと、話
すこと、書くことにおいて実際のコミ
ュニケーションで活⽤できる技能を⾝
に付けている。 

外国語の⾳声や⽂字、語彙、表現、構
造、⾔語の働きなどについて、⽇本語
と外国語の違いや⾔語の働き、役割を
理解するとともに、聞くこと、読むこ
と、話すこと、書くことにおいて実際
のコミュニケーションで活⽤できる技
能を⾝に付けている。 

海外の⼈とでも⾃信
をもってコミュニケ
ーションを取ること
ができる。 

コミュニケーションを⾏う⽬的や場
所、状況などに応じて⾝近で簡単な事
柄について、聞いたり話したりすると
ともに、⾳声で⼗分に慣れ親しんだ外
国語の語彙や基本的な表現を推測しな
がら読んだり、語順を意識しながら書
いたりして、⾃分の考えや気持ちなど
を伝え合うことができる基礎的な⼒を
⾝につけている。 

コミュニケーションを⾏う⽬的や場
⾯、状況などに応じて、⽇常的な話題
や社会的な話題について、外国語で簡
単な情報や考えなどを理解したり、こ
れらを活⽤して表現したり伝え合った
りすることができる。 

⽇常的な話題から時事問題や社会問題
まで幅広い話題について、情報や考え
などを外国語で的確に理解したり適切
に伝え合ったりするコミュニケーショ
ン能⼒を⾝に付け、聞いたり、読んだ
り話したりしたことを活⽤して、話し
たり、書いたりして発信することがで
きる。 

多くの情報や対話を
もとに⾃分の考えを
構築するとともに、
公平な判断⼒をも
ち、⾃分の思いをど
の世代・どの⽂化の
⼈にも伝えることが
できる。 

外国語の背景にある⽂化に対する理解
を深め、他者に配慮しながら主体的に
外国語を⽤いてコミュニケーションを
図ろうとする。 

外国語の背景にある⽂化に対する理解
を深め、聞き⼿、読み⼿、話し⼿に配
慮しながら、外国語を⽤いて主体的に
コミュニケーションを図ろうとする。 

他者を尊重し、聞き⼿、読み⼿、話し
⼿、書き⼿に配慮しながら、外国語で
コミュニケーションを図ろうとする態
度を⾝に付け、⾔語や⽂化に対する関
⼼をもっている。 

海外の情報に関⼼を
もち、どんな⽂化の
⼈とでも積極的にコ
ミュニケーションを
図ろうとし、⽣涯に
わたって学び続けよ
うとする。 
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(b) 新教科の目標・内容・年間指導計画の表示 
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Globe 年間指導計画 一覧（高等学校） 

 
【記載方法】 
●	 期（Ⅰ～Ⅳ）、学習内容、学習するコミュニケーション様式（文法事項や特定表現など）、「ローカル」

に分類されるテーマ（「Ｌ」の形で記載）および「グローバル」に分類されるテーマ（「Ｇ」の形で記

載）、そして配分する単位数の５つの項目で記載した。 
●	 中学校の復習は、その後に習うコミュニケーション英語の文法事項および生徒に取り組ませたい活

動に対応する配列とした。 
●	 以下の例に従って略した記載をした。 

例）英語コミュニケーションⅠのレッスン１：EC-1/L1 
●	 「コミュニケーション」及び「ローカル／グローバル」の欄内に、その活動が「知識・技能」、「思

考力・判断力・表現力」及び「学びに向かう人間性」のいずれの観点につながるのかを適宜記載した。

記載方法はそれぞれ【知】、【思】、【人】とした。 
 
【第１学年】 
期 内	 	 容 コミュニケーション ローカル／グローバル 単位 

Ⅰ 
中学校の復習１ be 動詞・一般動詞	

疑問文【知】	
― 6	

Ⅱ 
EC-I/L1	

慶良間諸島の海 
be 動詞の文と一般動詞の

文【知】	

Ｌ：慶良間諸島の海について知る 
【知】 

7	

Ⅲ 
Globe１	

自分の地域の誇れる

ものを見つける 

【情報交換】	

Our	town	is/has	~	など	
【知】【思】	

Ｌ：東川町の誇りといえるものにつ

いて考える【思】【人】 1	

Ⅰ 中学校の復習２ 進行形【知】	 ― 1	

Ⅱ 
EC-I/L2	

クールジャパン 
Yes/No 疑問文	

進行形【知】	

Ｌ＋Ｇ：海外からの目に、何が日本

独特と映るのかを知る【知】 
7	

Ⅲ 
Globe２ 
海外から見た日本・東

川を知る 

【関係構築】	

because	~	
【知】【思】	

Ｌ＋Ｇ：海外からの人に、日本や東

川について独特であると印象を受

けたものを教えてもらう【知】【人】 
1	

Ⅰ 中学校の復習 過去形、助動詞【知】	 ― 2	

Ⅱ 
EC-I/L3	

メキシコ料理 
過去形	

助動詞【知】	

Ｇ：海外の料理について知る【知】 
8	

Ⅲ 

Globe３ 
食べ物から見る文化

の違いを知る 

【関係構築】	

We	eat/grow	など	

【知】【思】	

Ｌ＋Ｇ：日本と海外双方で、食べ物

と文化がどのようなつながりを持

っているのか考える 
【知】【思】【人】 

1	

Ⅰ 中学校の復習 助動詞【知】	 ― 1	
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期 内	 	 容 コミュニケーション ローカル／グローバル 単位 
Ⅰ 中学校の復習 基本５文型【知】	 ― 5	

Ⅱ 
EC-I/L4	

オリンピック 
I	think	that	~	
第４・５文型【知】	

Ｇ：近代オリンピックの始まりと、

パラリンピックの取り組みについ

て知る【知】 
8	

Ⅰ 中学校の復習 不定詞【知】	 ― 3	

Ⅱ 
EC-I/L5	

マダガスカル島のバ

オバブ 

不定詞【知】	 Ｇ：マダガスカル島のバオバブを取

り巻く現状について知る 【知】 
 

8	

Ⅲ 

Globe４ 
自然環境の保護につ

いて学ぶ 

【情報交換】	

We	 can	 do	 something	 to	

protect	nature	など【知】	

Ｇ：世界の自然環境保護について学

ぶ【知】【思】 
Ｌ：東川および北海道・日本の自然

保護について学ぶ【知】【思】【人】 

2	

Ⅰ 中学校の復習 動名詞【知】	 ― 1	

Ⅱ 
EC-I/L6	

江戸時代の歯ブラシ 
動名詞【知】	 Ｌ：江戸時代の文化・風習について

知る【知】 
8	

Ⅰ 中学校の復習 完了形【知】	 ― 3	

Ⅱ 
EC-I/L7	

マチュピチュ 
完了形【知】	 Ｇ：古代遺跡について知る【知】 

9	

Ⅰ 中学校の復習 受動態【知】	 ― 2	

Ⅱ 
EC-I/L8	

モタラと地雷 
受動態【知】	 Ｇ：地雷の被害について知る 

【知】【思】 
9	

Ⅲ 
Globe５ 
地雷の被害について

学ぶ 

【情報交換】	

英文記事の読み取り	

Ｇ：地雷の被害について深く知る 
Ｌ：日本の地雷除去の国際貢献につ

いて知る【知】【思】【人】 
1	

Ⅰ 中学校の復習 関係代名詞【知】	 ― 8	

Ⅱ 
EC-I/L9	

ディック・ブルーナ 
関係代名詞【知】	 Ｇ：ミッフィーの歴史と貢献につい

て知る【知】【思】 
8	

Ⅱ 
EC-I/L10	

偉大なピアニスト：	

辻井伸行 

関係副詞	

It	~	to	~	構文【知】	
Ｌ：辻井氏の、自身の障害とピアノ

との向き合い方について知る 
【知】【思】【人】 

9	

Ⅲ 

Globe６ 
福祉について考える 

【関係構築】	

【知】【思】	

Ｌ：町内の福祉施設見学を振り返

り、福祉を受ける人の気持ちを考え

るとともに、よりよい福祉のあり方

を考える【知】【思】【人】 

1	

Ⅰ 文法事項のまとめ 関係詞の復習【知】	 － 2	
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期 内	 	 容 コミュニケーション ローカル／グローバル 単位 

Ⅱ 
EC-I/L11	

自然からのアイデア 
分詞構文【知】 Ｌ＋Ｇ：身近なもので、自然界から

ヒントを得ているものについて考

える【知】【思】【人】 
10	

Ⅰ 文法事項のまとめ* 既習事項の確認【知】 英検 IBAの受験 3	

Ⅲ 
他校生との交流* 【関係構築】 

【思】 
Ｌ＋Ｇ：台湾、ラトビアその他の留

学生および町内の小・中学生との交

流活動【知】【思】【人】 
6	

Ⅲ 
言語活動１* 【関係構築】 

【情報獲得】【知】【思】 
G：ALT または CIR に対するイン
タビュー活動【知】【思】【人】 

6	

Ⅲ 
言語活動２* 【関係構築】 

【情報獲得】【知】【思】 
G：ALTによる文化、歴史的な内容
の文章の読解【知】【思】【人】 

8	

第 1 学年時数総計：150	

「＊」印のついた活動は年度の中で適宜時期を見計らって行うものとする。 
 
 
【第２学年】 
期 内	 	 容 コミュニケーション ローカル／グローバル 単位 

Ⅲ 
自己紹介活動 【関係構築】 

【思】 
Ｌ：過去 1年間の取組に基づく英語
による自己開示活動【思】【人】 

2	

Ⅱ 
EC-I/L12	

スティーブ・ジョブズ 
仮定法【知】 Ｇ：スティーブ・ジョブズの創造性

の源について考える【思】【人】 
12	

Ⅳ 

Globe７ 
課題発見と創造的解

決 

In	my	opinion	

This	is	how ~ 【知】 
Ｌ＋Ｇ： レッスン１１および１２
をうけて、日常生活や地域、あるい

は世界規模で何か課題を発見し、そ

れに向けて解決の提案をする 
【思】【人】 

4	

Ⅱ 
EC-I/Enjoy	Reading	

星の王子様 
物語文の文章構成 
【知】【思】 

Ｌ＋Ｇ：文学作品を通して人生に対

するものの見方を振り返る 
【思】【人】 

8	

Ⅲ 
Globe８ 
日本の作品を英訳し

てみる 

英作文 
【関係構築】 

Ｌ：日本固有の物語とそのメッセー

ジを英語で発表する【知】【思】【人】 3	

Ⅰ 中学校の復習 間接疑問【知】 ― 2	

Ⅱ 
EC-Ⅱ/L1	

世界の朝食 
間接疑問【知】 Ｇ：ベトナム、ブラジル、ドイツの

朝食について知る【知】 
9	
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期 内	 	 容 コミュニケーション ローカル／グローバル 単位 

Ⅱ 

Globe９ 
朝食と地理を結び付

けて考える 

因果関係の説明【知】【思】 Ｌ：北海道や日本の地形、土壌、気
候などと農作物との関係を学ぶ 
Ｇ：上記に基づき、世界各地の地理

的要因と農作物との関係を探る 
【知】【思】 

2	

Ⅰ 中学校の復習 比較表現【知】 ― 2	

Ⅱ EC-Ⅱ/L2	

アイルランド 
比較表現【知】 Ｇ：アイルランドの文化について学

ぶ【知】 
9	

Ⅲ Globe10 
紹介文について考え

る 

Let	me	introduce	my	

Country	他【知】	

【情報交換】	

Ｌ：東川、東神楽、旭川の英語ガイ

ドを読んで、自分の暮らす地域が英

語を通してどのように説明されて

いるかを知ることを通して東川高

校の紹介文を英語で作成する 
【思】【人】 

4	

Ⅰ 中学校の復習 分詞の形容詞的用法【知】 ― 2	

Ⅱ EC-Ⅱ/L3	

「さかなクン」の国鱒

の発見 

分詞の形容詞的用法 
be	believed	to	do	

-er	than	any	other ~【知】 

Ｌ：国鱒の発見と「さかなクン」の

学びの姿勢とのつながりに気付く 
【思】【人】 

11	

Ⅳ Globe11	

学びがどのように生

きるのか 

予想・可能性を述べる文章

構成【知】【思】 
Ｌ＋Ｇ：様々な人の成果が、どのよ

うな学びからもたらされたかにつ

いて学ぶ【知】【思】 
Ｌ：自分がどのような学びの積み重

ねが出来るかを考える【思】【人】 

2	

Ⅰ 中学校の復習 ＳＶＯＣ【知】	  1	

Ⅱ EC-Ⅱ/L4	

ノーベル賞のエピソ

ード 

知覚動詞構文	

Ｖ＋Ｏ＋to	do【知】	

Ｇ：ノーベル賞にまつわる様々なエ

ピソードを知る【知】 9	

Ⅱ EC-Ⅱ/L5	

ツタンカーメンの墓

にまつわること 

使役動詞	

関係代名詞 what【知】	

Ｇ：ツタンカーメンの墓にまつわる

エピソードを知る【知】 9	

Ⅰ 文法の復習 知覚動詞構文	

Ｖ＋Ｏ＋to	do	

使役動詞【知】	

― 3	

Ⅱ EC-Ⅱ/L6	

ユニークな国々 
疑問詞＋to	do	

It	seems	that	~【知】	
Ｇ：バチカン市国、ナウル共和国な

ど、世界の特徴的な国について知る 
【知】 

8	
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期 内	 	 容 コミュニケーション ローカル／グローバル 単位 
Ⅲ Globe12 情報伝達の文章構成 

【知】【思】 
【情報交換】 

Ｌ：道内市町村の土地面積や産業な

どについて調べ、発表しあう 
【思】【人】 

2	

Ⅰ 中学校の復習 現在完了 
It ~ to ~ 構文【知】 

― 2	

Ⅱ EC-Ⅱ/L7	

ガラパゴス諸島 
現在完了進行形 
形式目的語構文【知】 

Ｇ：ガラパゴス諸島の環境保護につ

いて知る【知】 
9	

Ⅳ Globe13 意見文の文章構成 
【知】【思】 

Ｇ：日本や世界全体でどのように生

態系が保護されたり、あるいは危機

にさらされたりしているのかを知

る【知】【思】 
Ｌ：上記に基づき、自分が居住する

地域の環境保護に向けどのような

主体的取り組みができるのか考え

る【思】【人】 

4	

Ⅰ 文法事項のまとめ* 既習事項の確認【知】 英検 IBA の受検 3	

Ⅰ 商業英検対策* 既習事項の確認【知】 － 13	

Ⅲ 
他校生との交流* 【関係構築】 

【思】 
Ｌ＋Ｇ：台湾、ラトビアその他の留

学生および町内の小中学生との交

流活動【知】【思】【人】 
4	

Ⅲ 
言語活動* 【関係構築】 

【情報獲得】【知】【思】 
Ｇ：ALT による文化、歴史的な内容

の文章の読解【知】【思】【人】 
4	

Ⅲ Globe14* 【関係構築】 
【情報伝達】 
【知】【思】【人】 

Ｌ＋Ｇ：見学旅行先で出会う海外観

光客と交流し、互いの故郷について

情報交換しあう【知】【思】【人】 
8	

第２学年時数総計：150	

「＊」印のついた活動は年度の中で適宜時期を見計らって行うものとする。 
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【第３学年】 
期 内	 	 容 コミュニケーション ローカル／グローバル 単位 
Ⅲ 自己開示活動 

将来の夢は 
【関係構築】 
【思】 

Ｌ：過去２年間の取組に基づく英語

による自己開示活動【思】【人】 
2	

Ⅰ 中学校の復習 否定表現 
助動詞 
受動態【知】 

― 2	

Ⅱ EC-Ⅱ/L8	

書道の歴史と挑戦 
部分否定 
助動詞＋受動態【知】 

Ｌ：書道の歴史と現在の取組につい

て知る【知】 
10	

Ⅱ Globe15	 理由や要点を踏まえつつ

感想を述べる【知】【思】 
Ｌ：書道の様々な形式や取組につい

て知る【知】【思】 
1	

Ⅲ Globe16	 新たな視点を提示する説

明文の文章構成 
譲歩【知】【思】 

Ｌ：ステレオタイプに陥らない日本

文化の新たな魅力を再発見し、海外

の人に伝える【知】【思】【人】 

2	

Ⅰ 文法の研究 様々な否定表現【知】 ― 2	

Ⅰ 中学校の復習 関係代名詞 
現在完了【知】 

― 4	

Ⅱ EC-Ⅱ/L9	

水族館の歴史 
関係代名詞の非制限用法 
完了形の受動態【知】 

Ｌ：日本の水族館の歴史について知

る【知】 
10	

Ⅱ EC-Ⅱ/L10	

友好の歴史 
過去完了 
強調構文【知】 

Ｌ＋Ｇ：日本とトルコの友好の歴史

について知る【知】 
10	

Ⅱ Globe17	 歴史的経緯を伝える内容

の文章構成【知】 
Ｌ＋Ｇ：トルコ以外で友好の歴史が

ある国について理解し学んだこと

を発表しあう【知】【思】【人】 
3	

Ⅰ 文法の研究 各種特殊構文【知】 ― 3	

Ⅱ 
EC-Ⅱ/Enjoy	Reading 
チャーリーとチョコ

レート工場 

物語文の文章構成 
【知】【思】 

Ｌ＋Ｇ：文学作品を通して人生に対

するものの見方を振り返る 
【思】【人】 

10	

Ⅲ 他校生との交流* 【関係構築】 
【思】 

Ｌ＋Ｇ：台湾、ラトビアその他の留

学生および町内の小中学生との交

流活動【知】【思】【人】 

4	

Ⅲ 言語活動* 【関係構築】 
【情報獲得】【知】【思】 

Ｇ：ALT による文化、歴史的な内容

の文章の読解【知】【思】【人】 
4	
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期 内	 	 容 コミュニケーション ローカル／グローバル 単位 
Ⅳ Globe18* 

自己開示から関係構

築へ 

自己開示のための諸表現 
【知】【思】 

Ｌ＋Ｇ：同僚として、あるいは顧客

として海外出身の人とどのように

関係構築をしていくか考える 
【知】【思】【人】 

10	

Ⅳ Globe19* 
根拠を持って意見を

述べる 

意見文の文章構成 
【知】【思】 

Ｌ＋Ｇ：社会で起きている様々な出

来事に対し、根拠を持って説得力の

ある意見の述べ方を考える 
【知】【思】【人】 

10	

Ⅳ Globe20* 
問題・課題を発見して

協働的活動の中から

解決策を考え出す 

課題発見の思考法 
【知】【思】【人】 

Ｌ＋Ｇ：社会の様々な問題・課題に

対し、多様な観点からテーマに対し

て考察を深め、解決策を案出しよう

とする 
【知】【思】【人】 

10	

第３学年時数総計：98	

「＊」印のついた活動は年度の中で適宜時期を見計らって行うものとする。 
 

エ 実施の効果 

	 研究開発の初年度は、『グローブ(Globe)』カリキュラム作成を中心として、外国語活動の充実と

地域人材の積極的な活用、学校間（校種間）連携等に取り組んできた。	

 

①	 外国語活動の充実について 

	 初年度のカリキュラム実践は、幼稚園で行った。	

	 幼稚園では、年中クラス（４歳児）を中心に外国語を活用して触れ合う活動を行い、年長クラス

（５歳児）を中心にＡＬＴとともに、毎月１時間英語活動を行った。幼児は、「色」、「食べ物」、「動

物」、「体」、「数字」など、簡単な英単語に触れ、歌ったり踊ったりする活動を楽しみながら、様々

な国の文化に触れることができた。	

	 小学校では外国語活動の充実に向けて、ＡＬＴとＪＴＥ、担任との打合せに時間をかけた。第１

～４学年は「Hello	kids」を使用し、第５・６学年は「Hi、friends!」を中心に発達の段階に応じ

て授業を展開した。外国語活動の打合せ時間を定期的に設定したことにより、それぞれの役割分担

や効果的な教材が明確になり、より充実した授業を進めることができた。授業においては、英語を

使う必然性を意識したことで、児童は、「伝えたい」、「伝わってうれしかった」という有用感を得る

ことができた。	

	 また、環境整備に気を配り、日常的に英語に触れる機会を増やすなど、英語を用いて抵抗なく伝

えられるよう工夫した。	

 

②	 地域人材の活用について 

	 外国語活動の終末において、様々な国の人々に学習したことを使って伝える場面を設定したこと

により、英語で伝えようという必然性が生まれた。児童は、既習事項の英単語やジェスチャーを使
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い、相手に伝えることを目的として、意欲的に活動するとともに、伝わった瞬間は、互いにうれし

そうな表情を見せるなど、達成感を得ることができた。	

	 また、活動の中で、外国の文化に触れ、外国の文化に思いをはせる姿が見えた。	

	 今後も、様々な国の人々との触合いを通して、互いに伝えようとする必然性を生む活動が必要で

ある。	

 

③	 国際交流及び学校種間交流について 

	 中学校や高等学校では、様々な国の人々との交流を盛んに行っている。今年度は、中学校でフィ

ンランドの人々との交流を行い、高校でタイの人々との交流を行うなど、文化の違いを理解する機

会となった。今後、カリキュラム作成において、より効果的に取り組むことができると考える。	

幼・小連携事業としては、幼稚園の年長クラスと小学校第１学年との間で毎年交流を行っている。

今年度は、英語活動を行い、自己紹介を英語で伝え合ったり、英語で話された色を当てたりしなが

ら、楽しむことができた。幼稚園で、どのようなカリキュラムで進めているのかが事前に分かって

いたので、互いに無理のない英語活動を通してコミュニケーションを図ることができた。一方で、

クラスルーム・イングリッシュが統一されていなかったため、幼児にとって伝わらない部分があっ

たことが課題として残った。	

小学校第６学年と高校生との交流として、「Hi、friends！２」の物語文「ももたろう」を高校生

が英語劇で披露した。小学生にとっては英語の楽しさを実感することができ、自分たちも英語で表

現したいという意欲につながった。また、高校生にとっては小学生に英語で伝えるために簡単な英

単語や短い英文にしようと工夫したことにより、伝えられた喜びを味わう機会となった。	

こうした他校種の子どもが目的をもち相互に活動したことは、発達の段階におけるコミュニケー

ション能力を高める上での動機付けとなる、価値のある活動となった。	

 

 

オ 研究開発実施上の問題点及び今後の研究開発の方向 

今年度は、カリキュラム作成を中心に進めてきた。次年度については、自国の文化や伝統への理解

を深めるとともに、異なる習慣や文化をもった人々と共に生きていく子どもを育成するためのカリキ

ュラムとなっているかを検証する。	

	

・各学校における新教科『グローブ（Globe）』の毎時間の実践を記録し、実践記録をもとに、国際教

育の推進に向けた方向性を検討及び修正を行う。特に、単元構成、CAN-DO リスト及び評価について

具体的な検討を行う。	

・各単元において、地域人材や地域教材の効果的な活用について、実践を通して検討する。特にLocal、

Global において、発達の段階に応じた単元の構成を検証する。	

・自己の確立や多文化共生の資質・能力の評価については、単元ごとの評価に多様性をもたせ、より

客観的な評価について検討を行う。	

・英語をツールとした Communication の展開について、発達の段階に応じた資質・能力の設定など共

通理解を図る。また、幼・小、小・中におけるクラスルーム・イングリッシュなど、校種間による

連携について再検討を行う。	
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・小学校の複式校において、特色を生かしたカリキュラムの在り方を検討する。	

・中学校では、Local、Global の位置付けについて、検討及び修正する。また、移行期間におけるカ

リキュラム編成について、より効果的なカリキュラムの構成を検討する。	

・高等学校卒業段階において、異文化を理解し、異なる文化や習慣をもつ人々とともに生きていく（多

文化共生）ための資質・能力が備わった生徒の具体像を明確にする。	

・特に、中学校、高等学校では、Globe に関わる内容について、他教科・他領域における国際教育の

学習内容を洗い出し、カリキュラムの位置付けを行う。また、全教職員による国際教育への関わり

を深め、組織的な取組を確立する。	

・幼・小・中・高の共通理解を図るため、定期的な研修会の開催や実践が見える情報発信に努める。	

・保護者アンケートでは、国際教育に関する意識が高いことから、今後についても地域や保護者に成

果が見える場面や機会を設定する。	
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